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オフィスではペーパーレスイじが進み、人聞か移動して相手に情幸田 |
を送り届ける行勧はなくなると考えられます。このように考えてみ l
ると、 l.Uf:;lシステムができあがると、電子メール、ファクヌ、函 l
l制小双方向性〉山蹴園町一…
ながらにしてできると考えられます。 I
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l m 工…どの酬でい N 企業聞のI情級交換のためのI.Y..:UI、個人レベルでの高度な通信ザービヌであ l・
る[D(;3について述べてきました。しかし、現状では符定の入しか1.
e加できないシステムといえます。そこで、だれでもが番加できる 1・
システムとしてのパソコン通信について説明していきます。 1. 
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上の図のシステムでは、郵便システムにおける郵便配達人の仕事 |
を自分ですることになります。すなわち、センターのホストコンビ |
ュータ内にメールがあるかどうかを見にいく〈パソコンのメールシ l
ステムを起a力すること)必要があります。この甥合、ホストコンビ l
ュータにメールが奮えられているので、いつでも通信が可能です。 I
|現在、このようなシステムで電子メールが行われています。 I
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l 却刈一一一図叫………品釜僻叫吋出山本柑粧詰型釦詰(込itにごなつていEまますが、 局に限らずとの局からも随時行うことができ l・
ます。したがって、 局はII.M送信能ブコをもっ必要があり、各局の l・
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